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②大阪府のチョウゲンボウ（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府では留鳥として一年中観察されている。

④世界の

チョウゲンボウ

分布図
真木・大西

（日本の野鳥590）

2000年平凡社

世界ではユーラシア大陸・

アフリカ大陸に広く分布

している。

③日本でのチョウゲンボウ
全国鳥類繁殖分布調査（鳥類繁殖分布調査会2021年）

西日本では冬鳥として分布するが、繁殖地が増えている。

①チョウゲンボウ
ハヤブサ目ハヤブサ科ハヤブサ属

L雄33㎝ 雌39㎝

漢字名 長元坊

学名 Falco tinnunculus
英名 Common Kestel

4/5の探鳥会で上空を飛ぶ姿が観察できた。

チョウゲンボウは2017年頃より下流にある枚方大

橋で営巣・子育て★するようになるなど、留鳥と

なっている。枚方淀川探鳥会としても、ほぼ半分

の探鳥会で観察されている。

★枚方の野鳥2021
(枚方野鳥の会・枚方生きもの調査会）

昨夜の雨が上がって快晴の鳥見日和、キジの雄たけび、ウグイス・ホ

オジロなどの囀りがあちこちから聞こえる嬉しい探鳥会となりました。淀

川本流では冬鳥のカモが7種62羽、100羽をこえたオオバン、そしてカン

ムリカイツブリも8羽残っていた。今冬少なかったツグミも樹上だけでなく

地上でのエサ探しがよく見られ50羽、シロハラ・シメ・ベニマシコ・アオジ

の小鳥も観察できた。 一方春

の渡り鳥では1羽ながらセンダイムシクイも確認でき、渡りと思われるダ

イサギが3群19羽も上空を飛んだこと、1羽ながら越冬地から渡来した

ばかりのヒバリもいた。

参加された42名の方に、トータル47種の鳥たちの春を喜ぶ鳥の声を聞

いてもらった。

Ⅱ2026年4月探鳥会結果

チョウゲンボウ 20260405 （小河敏之氏）

Ⅰ 今月の鳥 チョウゲンボウ

1974-1978 1997-2002 2016-2021

ホオジロ

ウグイス

カンムリカイツブリ・オオバン

写真 20260405（小河敏之氏)
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Ⅲ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

キジ 20260405（小河敏之氏)

枚方淀川探鳥会コースで野鳥通りと名付けられていた樹林が無くなり、寂しく思っていた

ものの、皆様に対しては、「草原の鳥の生活できるところが増えるので、その方が良い」

という肯定的にご説明してきました。ホオジロ・ヒバリ・セッカなどの草原の鳥が、増えてく

れることを心待ちにしていますが、思うほど増えていないのが、現状です。

そんな中でキジだけはこれまでより繁殖範囲が増えたようで、4月の探鳥会では7回もキ

ジの声を聴くことができました。姿を見ることができたのは、左写真の1回のみですが、5

月キジの声が一番多い季節なので、楽しみにしたいと思っています。

1985年吹田市万博公園定例探鳥会をスタートしました。開始したすぐの頃に繁殖期の

探鳥会でキジの声をカウントしたことがあり、探鳥会開始～終了まで何と50回もキジの

声を聞きました。そのキジも探鳥会では1998年から観察できず、最終的には2014年4月

の観察が最後です。当初植えられた木が小さい間は植えた木の間が草原状態であった

が、生長して林になったため、草原の鳥キジが住めなくなった事例です。
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留鳥たちの繁殖期、キジが「ケーン・ケーン」と、春の歌で迎えて

くれます。

また、ウグイス・オオヨシキリ・ヒバリ・セッカ・ホオジロなどの歌声

も楽しみです。

Ⅳ 次回６月７日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じようにHPの専用フォームから

お申し込みください。

オオヨシキリ 20250501（西脇淳浩）
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